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　本市では、第２次計画において、「いきいきと自分らしく暮らすことができる地
域づくり」、「お互い様の気持ちで支え合う地域づくり」、「みんなで暮らせるま
ちづくり」、「サービスを利用しやすい環境づくり」の４つの基本目標に基づき地
域福祉に関する施策を進めてきました。

　福祉教育を充実し、一人ひとりの意識を高めるため、あらゆる世代が福祉につい
て学習できるよう、学習機会の充実を図るとともに、人権教育及び人権啓発の推進
や、人権意識の向上に努めました。
　特に自助活動である「あんしんカード＊」の普及については、目標値に達する見込
みです。（あんしんカード配布数（累積）：平成２７年度１８，９６９枚→
令和３年度２８，６３２枚　目標の９８．７％）
　また、ボランティア活動などの地域福祉活動を活発にするため、ボランティア養
成講座の開催などボランティアの育成や発掘に取り組みました。
　しかしながら、令和２年度以降は、新型コロナウイルス感染症の影響により、大
規模な活動制限となり、ボランティア活動参加のきっかけづくりとなる講座の中止、
受入施設等の減少に伴い、ボランティア活動者の意欲低下や、活動団体の解散などが
一部にみられています。

　ふれあいと交流を大切にする場づくりを推進するために、ふれあい・いきいきサ
ロンの設置など、気軽に集まれる場の設置に取り組みました。（ふれあい・いきい
きサロンの設置数：平成２７年度４０か所→令和３年度６３か所　目標の１０５％）
　また、地域活動を担う団体や地域固有の活動に対して支援を行い、コロナ禍でも
活動を継続できるような情報提供に努めました。（地区コミュニティ協議会＊の組織
数：平成２７年度１１団体→令和３年度１３団体　目標の６１．９％）

第２次計画における取り組み1

基本目標２　お互い様の気持ちで支え合う地域づくり

　さらに、災害時の備えや地域の見守り体制を強化するため、自主防災組織＊の育成
支援、要援護者見守り支援の充実、福祉委員の配置、地区あったか会議＊の設置を進
めました。地区あったか会議については、地域における課題を住民同士で検討し、
解決に取り組んでいく機会として、平成３０年度に初めて開催し、各地域へ広がり
はじめたところでしたが、新型コロナウイルス感染症の影響により、一時休止とな
っています。（自主防災組織の組織率：平成２７年度７１％→
令和３年度７９．６％　目標の９９．５％）

　高齢者や障がい者、子育て世帯の地域生活を支援するため、各福祉計画の施策の
充実に努めました。（居宅介護等サービスを受けている障がい者の数：
平成２７年度２９９人→令和３年度３１９人　目標の１０２．９％）
　くき元気サービス＊の拡充を図り、地域支え合いの仕組みづくりを推進しました
が、新型コロナウイルスの影響により、協力会員の登録数は減少しています。
　デマンド交通＊など公共交通の充実や公共施設等のバリアフリー＊化に取り組みま
した。
　また、孤立しがちな生活困窮者＊の自立を支援するため、生活困窮者自立支援事
業＊の実施や資金の貸し付け等を行い、多くの相談に対応しました。
　さらに、地域包括のネットワークづくり推進のために、生活支援コーディネー
ター＊やコミュニティソーシャルワーカー＊の配置、民生委員・児童委員活動への
支援、地域福祉に関係する団体との情報交換や連携を図りました。

　情報がわかりやすく行き届くように、広報紙、ホームページ、社協情報配信サー
ビス＊、ＳＮＳ＊、各種冊子、出前講座など様々な媒体を使い、地域福祉に関する情
報を提供しました。
　また、信頼される相談しやすい体制を整えるために、相談窓口体制の充実、専門
相談等による訪問相談の実施、関係機関や専門職との連携を図りました。
　さらに、権利擁護＊体制を充実するために、成年後見制度＊など権利擁護に関する
制度や仕組みについて周知を図り、令和３年度には成年後見センターを市役所内に
設置しました。

地域福祉に関する現状と課題地域福祉に関する現状と課題第２章

基本目標３　みんなで暮らせるまちづくり

基本目標４　サービスを利用しやすい環境づくり

基本目標１　いきいきと自分らしく暮らすことができる地域づくり
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　「第３次地域福祉計画・地域福祉活動計画」を策定するにあたり、市民の地域福
祉に関する意向や現状を把握し、基礎資料とするため、市がアンケート調査を実施
しました。
　なお、令和４年４月からの成人年齢の引き下げを踏まえ、「市民調査」の対象者
は「満１８歳以上の市民」としました。

・グラフの「ｎ＝○○」という表記は、集計対象者総数（あるいは回答者限定設問
の限定条件に該当する人数）を表しています。
・比率は、小数点以下第２位を四捨五入しているため、比率が０．０５未満の場合
には０．０と表記しています。
・選択肢に対しての回答者の数を基数とし、比率算出を行っています。このため、
比率計が１００％を超えることがあります。
・報告書中の文章やグラフにおいて、設問や選択肢の一部を省略して記載している
場合があります。
※アンケート調査結果の詳細については、市ホームページに掲載しています。

（１） 調査概要（１） 調査概要

市民アンケート調査の結果（久喜市実施）2

市民調査

対 象 者

高校生調査

満１８歳以上の市民
（令和３年６月１日現在）

市内に所在の県立高等学校（５
校）に通学している高校１年生
及び２年生

抽出方法 住民基本台帳登録者の内から無
作為抽出 各学校２クラス

期　　間 令和３年７月２７日～
令和３年８月１７日

令和３年７月７日～
令和３年９月９日

調査方法 郵送による配布・回収 学校配布・回収

配布件数 ２,０００件 ３９２件

回 収 率 ５５．８％ １００％

　日頃、ご近所とどの程度のお付き合いがありますか。（〇は1つ）【一般】

　近所付き合いは、「顔を会わせれば挨拶をする程度」３５．７％が最も多い回答
となっています。次いで、「たまに世間話や立ち話をする程度」２９．１％、「簡
単な頼みごと程度ならできる」１５．２％となっています。
　「簡単な頼みごと程度ならできる」と回答した人は、前回の調査より１．３ポイ
ント増加していますが、「困っているとき、相談や助け合いができる」と回答した
人は、前回の調査より１．１ポイント減少しています。

（単位：％）

（２）主な回答結果（２）主な回答結果

顔を会わせれば挨拶をする程度
たまに世間話や立ち話をする程度
簡単な頼みごと程度ならできる
困っているとき、相談や助け合いができる
ほとんど付き合いがない
無回答
その他
回答人数（人）

70.0
0.0
0.0
20.0
10.0
0.0
0.0

63.1
9.2
3.1
1.5
21.6
1.5
0.0

50.5
24.3
5.8
9.7
10.7
0.0
1.0

42.1
24.3
8.6
9.9
14.5
0.0
0.6

44.7
30.6
12.9
5.3
5.9
0.0
0.6

36.2
31.5
17.0
10.2
4.3
1.3
0.4

20.2
35.3
22.3
16.4
3.4
2.1
1.7

17.9
33.6
23.6
22.1
3.6
2.1
1.4

0.0
0.0
0.0
0.0
50.0
50.0
0.0

10 65 103 152 170 235 238 140 2

10
歳
代

20
歳
代

30
歳
代

40
歳
代

50
歳
代

60
歳
代

70
歳
代

80
歳
代
以
上

そ
の
他

ご近所とのお付き合い

0 10 20 30 40 %

顔を会わせれば挨拶をする程度 35.7
31.9

32.7

15.2
13.9

11.7
12.8

7.4
5.2

1.6

1.2
1.7

0.9
0.2

たまに世間話や立ち話をする程度

簡単な頼みごと程度ならできる

困っているとき、相談や助け合いができる

ほとんど付き合いがない
顔は知っているが声をかけることはない

（H27のみ）
無回答

その他

令和3年
（n=1,115）

平成27年
（n=1,097）

29.129.1
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　困ったときに地域の人に手助けを求めることができますか。（〇は1つ）【一般】

　困ったときに手助けを求められるかでは、「手助けを求めることができる」
３４．６％が最も多い回答となっています。次いで「手助けを求めたいが、遠慮し
てしまう」２５．９％、「わからない」２２．５％でした。
　「手助けを求めることができる」と回答した人を年代別にみると、７０歳代が
４２．９％と最も高く、次いで８０歳代以上が４２．１％、６０歳代が４０．９％
となっています。
　「手助けを求めたいが、遠慮してしまう」と回答した人を年代別にみると、
２０歳代が４１．５％と最も高く、次いで１０歳代が４０．０％、４０歳代が
３４．９％、３０歳代が３３．０％となっています。

（単位：％）

　日頃、ご近所とどの程度のお付き合いがありますか。（〇は1つ）【高校生】

　近所付き合いは、「挨拶程度はする」４９．７％が最も多い回答となっています。
次いで、「たまに話をする」２３．２％、「まったく話をしない」１１．５％となっ
ています。
　「たまに話をする」と回答した人は、前回の調査より５．３ポイント減少してい
ます。「よく話をする」と回答した人も、前回の調査より０．７ポイント減少して
います。

手助けを求めることができる
手助けを求めたいが、遠慮してしまう
わからない
手助けを求めたくない
手助けを求められない
無回答
回答人数（人）

30.0
40.0
20.0
0.0
10.0
0.0

20.0
41.5
15.4
12.3
10.8
0.0

26.2
33.0
24.3
3.8
11.7
1.0

25.0
34.9
22.4
7.2
9.9
0.6

28.2
29.4
30.0
5.3
6.5
0.6

40.9
20.4
25.5
7.2
3.8
2.6

42.9
18.9
20.2
7.1
5.0
5.9

42.1
20.0
15.0
7.9
4.3
10.7

0.0
0.0
0.0
0.0
50.0
50.0

10
歳
代

20
歳
代

30
歳
代

40
歳
代

50
歳
代

60
歳
代

70
歳
代

80
歳
代
以
上

そ
の
他

困ったときに手助けを求められるか

0 10 20 30 40 %

手助けを求めることができる

3.5

6.6

6.9

22.5

25.9

34.6

手助けを求めたいが、遠慮してしまう

わからない

手助けを求めたくない

手助けを求められない

無回答

ご近所とのお付き合い

0 10 20 30 40 60 %50

挨拶程度はする 46.7

23.2

11.5
10.8

7.9
6.2

6.9
7.6

0.8
0

0
0.3

たまに話をする

まったく話をしない

あまり話をしない

よく話をする

その他

無回答

令和3年
（n=392）

平成27年
（n=660）

令和3年
（n=1,115）

49.749.7

10 65 103 152 170 235 238 140 2

28.528.5
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　困ったときに地域の人に手助けを求めることができますか。（〇は1つ）【一般】

　困ったときに手助けを求められるかでは、「手助けを求めることができる」
３４．６％が最も多い回答となっています。次いで「手助けを求めたいが、遠慮し
てしまう」２５．９％、「わからない」２２．５％でした。
　「手助けを求めることができる」と回答した人を年代別にみると、７０歳代が
４２．９％と最も高く、次いで８０歳代以上が４２．１％、６０歳代が４０．９％
となっています。
　「手助けを求めたいが、遠慮してしまう」と回答した人を年代別にみると、
２０歳代が４１．５％と最も高く、次いで１０歳代が４０．０％、４０歳代が
３４．９％、３０歳代が３３．０％となっています。

（単位：％）

　日頃、ご近所とどの程度のお付き合いがありますか。（〇は1つ）【高校生】

　近所付き合いは、「挨拶程度はする」４９．７％が最も多い回答となっています。
次いで、「たまに話をする」２３．２％、「まったく話をしない」１１．５％となっ
ています。
　「たまに話をする」と回答した人は、前回の調査より５．３ポイント減少してい
ます。「よく話をする」と回答した人も、前回の調査より０．７ポイント減少して
います。

手助けを求めることができる
手助けを求めたいが、遠慮してしまう
わからない
手助けを求めたくない
手助けを求められない
無回答
回答人数（人）

30.0
40.0
20.0
0.0
10.0
0.0

20.0
41.5
15.4
12.3
10.8
0.0

26.2
33.0
24.3
3.8
11.7
1.0

25.0
34.9
22.4
7.2
9.9
0.6

28.2
29.4
30.0
5.3
6.5
0.6

40.9
20.4
25.5
7.2
3.8
2.6

42.9
18.9
20.2
7.1
5.0
5.9

42.1
20.0
15.0
7.9
4.3
10.7

0.0
0.0
0.0
0.0
50.0
50.0

10
歳
代

20
歳
代

30
歳
代

40
歳
代

50
歳
代

60
歳
代

70
歳
代

80
歳
代
以
上

そ
の
他

困ったときに手助けを求められるか

0 10 20 30 40 %

手助けを求めることができる

3.5

6.6

6.9

22.5

25.9

34.6

手助けを求めたいが、遠慮してしまう

わからない

手助けを求めたくない

手助けを求められない

無回答

ご近所とのお付き合い

0 10 20 30 40 60 %50

挨拶程度はする 46.7

23.2

11.5
10.8

7.9
6.2

6.9
7.6

0.8
0

0
0.3

たまに話をする

まったく話をしない

あまり話をしない

よく話をする

その他

無回答

令和3年
（n=392）

平成27年
（n=660）

令和3年
（n=1,115）

49.749.7

10 65 103 152 170 235 238 140 2

28.528.5
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　過去５年間に地域活動＊に参加したことがありますか。（〇は 1つ）【一般】

　地域活動への参加状況は、「参加したことがある」５９．３％と前回の調査より、
８．３ポイント増加しています。
　年代別にみると、２０歳代が１５．４％と最も低く、７０歳代が７１．０％と最も
高くなっています。５０歳代以上は、６割以上が「参加したことがある」と回答して
います。

　ボランティアやＮＰＯ（営利を目的としないで社会貢献活動や慈善行動を行う
　市民活動）の活動に参加したことがありますか。（〇は1つ）【一般】

　ボランティアやＮＰＯの活動への参加状況では、「参加したことがない」
７３．８％が最も多い回答となっています。次いで「以前に参加したことがある」
１７．８％、「参加している」６．４％となっています。
　「以前に参加したことがある」、「参加している」と回答した人は、合計で
２４．２％で、前回の調査より、０．５ポイント増加しています。年代別にみると、
割合が高い順に１０歳代が５０．０％、２０歳代が２９．２％、７０歳代が２７．３％
３０歳代が２７．２％となっています。

参加したことがある（参加している）

参加したことがない（参加していない）

無回答

回答人数（人）

50.0

50.0

0.0

15.4

83.1

1.5

41.7

58.3

0.0

53.3

46.7

0.0

65.3

34.1

0.6

65.1

32.8

2.1

71.0

27.7

1.3

63.6

33.6

2.8

0.0

50.0

50.0

10
歳
代

20
歳
代

30
歳
代

40
歳
代

50
歳
代

60
歳
代

70
歳
代

80
歳
代
以
上

そ
の
他

参加したことがない

以前に参加したことがある

参加している

無回答

回答人数（人）

50.0

40.0

10.0

0.0

70.8

24.6

4.6

0.0

72.8

25.3

1.9

0.0

77.6

16.4

5.3

0.7

79.4

15.9

4.1

0.6

75.7

17.0

6.4

0.9

70.6

14.3

13.0

2.5

69.3

19.3

2.8

8.6

50.0

0.0

0.0

50.0

10
歳
代

20
歳
代

30
歳
代

40
歳
代

50
歳
代

60
歳
代

70
歳
代

80
歳
代
以
上

そ
の
他

0 10 20 30 40 50 60

地域活動への参加の有無

参加したことがある
（参加している）

参加したことがない
(参加していない）

無回答

59.3

51.0

39.4

47.947.9

1.3

1.1

70 %

0 10 20 30 40 50 60 70 80 %

ボランティア活動等への参加の有無

参加したことがない

以前に参加したことがある

参加している

無回答

73.8

73.9

17.817.8

15.815.8

6.46.4

7.97.9

2.1

2.4

令和3年度
（n=1,115）

平成27年度
（n=1,097）

令和3年
（n=1,115）

平成27年
（n=1,097）

令和3年
（n=1,115）

平成27年
（n=1,097）

10 65 103 152 170 235 238 140 2

10 65 103 152 170 235 238 140 2
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　過去５年間に地域活動＊に参加したことがありますか。（〇は 1つ）【一般】

　地域活動への参加状況は、「参加したことがある」５９．３％と前回の調査より、
８．３ポイント増加しています。
　年代別にみると、２０歳代が１５．４％と最も低く、７０歳代が７１．０％と最も
高くなっています。５０歳代以上は、６割以上が「参加したことがある」と回答して
います。

　ボランティアやＮＰＯ（営利を目的としないで社会貢献活動や慈善行動を行う
　市民活動）の活動に参加したことがありますか。（〇は1つ）【一般】

　ボランティアやＮＰＯの活動への参加状況では、「参加したことがない」
７３．８％が最も多い回答となっています。次いで「以前に参加したことがある」
１７．８％、「参加している」６．４％となっています。
　「以前に参加したことがある」、「参加している」と回答した人は、合計で
２４．２％で、前回の調査より、０．５ポイント増加しています。年代別にみると、
割合が高い順に１０歳代が５０．０％、２０歳代が２９．２％、７０歳代が２７．３％
３０歳代が２７．２％となっています。

参加したことがある（参加している）

参加したことがない（参加していない）

無回答

回答人数（人）

50.0

50.0

0.0

15.4

83.1

1.5

41.7

58.3

0.0

53.3

46.7

0.0

65.3

34.1

0.6

65.1

32.8

2.1

71.0

27.7

1.3

63.6

33.6

2.8

0.0

50.0

50.0

10
歳
代

20
歳
代

30
歳
代

40
歳
代

50
歳
代

60
歳
代

70
歳
代

80
歳
代
以
上

そ
の
他

参加したことがない

以前に参加したことがある

参加している

無回答

回答人数（人）

50.0

40.0

10.0

0.0

70.8

24.6

4.6

0.0

72.8

25.3

1.9

0.0

77.6

16.4

5.3

0.7

79.4

15.9

4.1

0.6

75.7

17.0

6.4

0.9

70.6

14.3

13.0

2.5

69.3

19.3

2.8

8.6

50.0

0.0

0.0

50.0

10
歳
代

20
歳
代

30
歳
代

40
歳
代

50
歳
代

60
歳
代

70
歳
代

80
歳
代
以
上

そ
の
他

0 10 20 30 40 50 60

地域活動への参加の有無

参加したことがある
（参加している）

参加したことがない
(参加していない）

無回答

59.3

51.0

39.4

47.947.9

1.3

1.1

70 %

0 10 20 30 40 50 60 70 80 %

ボランティア活動等への参加の有無

参加したことがない

以前に参加したことがある

参加している

無回答

73.8

73.9

17.817.8

15.815.8

6.46.4

7.97.9

2.1

2.4

令和3年度
（n=1,115）

平成27年度
（n=1,097）

令和3年
（n=1,115）

平成27年
（n=1,097）

令和3年
（n=1,115）

平成27年
（n=1,097）

10 65 103 152 170 235 238 140 2

10 65 103 152 170 235 238 140 2
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　ボランティア活動等に参加したことがない理由は何ですか。
　（あてはまるものすべてに〇）【高校生】

　ボランティア活動等に参加したことがない理由は、「興味がない」４２．２％が最
も多い回答となっています。次いで、「きっかけがない」３５．２％、「勉強や部活
などで時間がない」３２．０％、「参加の仕方がわからない」１８．０％、「一緒に
活動する人がいない」１４．８％となっています。
　前回の調査でも、「興味がない」、「きっかけがない」、「勉強や部活などで時間
がない」と回答した人の割合が高くなっています。

　ボランティア活動等に参加したことがない理由は何ですか。
 （あてはまるものすべてに〇）【一般】

　ボランティア活動等に参加したことがない理由は、「仕事や家事で忙しい」
４５．３％が最も多い回答となっています。次いで「活動の内容や参加する方法が
わからない」３０．７％、「健康や体力に自信がない」２６．４％、「知り合いが
いない」２２．１％となっています。

令和3年
（n=823）

平成27年
（n=811）

令和3年
（n=128）

平成27年
（n=279）

45.3
52.0

42.2
38.038.0

35.2
37.3

32.0
35.8

18.018.0
12.9

14.8
16.1

10.9
6.1

7.0
9.09.0

6.3
8.68.6

0.4

35.2
37.3

0

30.7
24.2

26.4

22.1
12.0

14.2
9.19.1

12.5
8.38.3

12.2
15.8

9.6

5.1

10.0

7.4

4.6
3.7

ボランティア活動等に参加したことがない理由

ボランティア活動等に参加したことがない理由

0 10 20 30 40 50 60 %
0 10 20 30 40 50 %

仕事や家事で忙しい

興味がない

きっかけがない

勉強や部活などで時間がない

参加の仕方がわからない

一緒に活動する人がいない

その他

必要性を感じない

恥ずかしい

家族や友人に止められた

無回答

活動の内容や参加する
方法がわからない

健康や体力に自信がない（R3のみ）

知り合いがいない

興味や関心がない

つきあいになじめない

自分の興味や余暇活動を優先したい

育児や家族の介護などで時間がない
（R3のみ）

活動するうえで経済的負担が大きい
（R3のみ）

体が弱く病気がちだから(H27のみ）

高齢者や病気の家族の
世話をしているから(H27のみ）

その他
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　ボランティア活動等に参加したことがない理由は何ですか。
　（あてはまるものすべてに〇）【高校生】

　ボランティア活動等に参加したことがない理由は、「興味がない」４２．２％が最
も多い回答となっています。次いで、「きっかけがない」３５．２％、「勉強や部活
などで時間がない」３２．０％、「参加の仕方がわからない」１８．０％、「一緒に
活動する人がいない」１４．８％となっています。
　前回の調査でも、「興味がない」、「きっかけがない」、「勉強や部活などで時間
がない」と回答した人の割合が高くなっています。

　ボランティア活動等に参加したことがない理由は何ですか。
 （あてはまるものすべてに〇）【一般】

　ボランティア活動等に参加したことがない理由は、「仕事や家事で忙しい」
４５．３％が最も多い回答となっています。次いで「活動の内容や参加する方法が
わからない」３０．７％、「健康や体力に自信がない」２６．４％、「知り合いが
いない」２２．１％となっています。

令和3年
（n=823）

平成27年
（n=811）

令和3年
（n=128）

平成27年
（n=279）

45.3
52.0

42.2
38.038.0

35.2
37.3

32.0
35.8

18.018.0
12.9

14.8
16.1

10.9
6.1

7.0
9.09.0

6.3
8.68.6

0.4

35.2
37.3

0

30.7
24.2

26.4

22.1
12.0

14.2
9.19.1

12.5
8.38.3

12.2
15.8

9.6

5.1

10.0

7.4

4.6
3.7

ボランティア活動等に参加したことがない理由

ボランティア活動等に参加したことがない理由

0 10 20 30 40 50 60 %
0 10 20 30 40 50 %

仕事や家事で忙しい

興味がない

きっかけがない

勉強や部活などで時間がない

参加の仕方がわからない

一緒に活動する人がいない

その他

必要性を感じない

恥ずかしい

家族や友人に止められた

無回答

活動の内容や参加する
方法がわからない

健康や体力に自信がない（R3のみ）

知り合いがいない

興味や関心がない

つきあいになじめない

自分の興味や余暇活動を優先したい

育児や家族の介護などで時間がない
（R3のみ）

活動するうえで経済的負担が大きい
（R3のみ）

体が弱く病気がちだから(H27のみ）

高齢者や病気の家族の
世話をしているから(H27のみ）

その他



21

　お住いの地域で課題だと感じていることに対し、住民が相互に協力するため
　には、どのようなことが必要だと思いますか。（〇は３つまで）【一般】

　地域課題に対応するために必要なことでは、「行政が地域活動の相談や情報提供
など、支援体制を充実する」３５．２％が最も多い回答となっています。次いで「地
域の人が気軽に集まれる場所をつくる」２９．５％、「自治会や町内会が中心となっ
て、市民相互の交流を進める」２６．３％となっています。
　前回の調査でも、「行政が地域活動の相談や情報提供など、支援体制を充実する」、
「地域の人が気軽に集まれる場所をつくる」、「自治会や町内会が中心となって、市
民相互の交流を進める」と回答した人の割合が高くなっています。

　お住いの地域で課題と感じていることはありますか。
 （あてはまるものすべてに〇）【一般】

　地域で課題と感じていることでは、「防犯・防災などの地域の安全対策」
３３．９％が最も多い回答となっています。次いで「高齢者や障がい者が暮らしや
すい施設や住宅、道路の整備」２４．３％、「住民同士の交流の場の不足」
２４．２％となっています。

令和3年
（n=1,115）

令和3年
（n=1,115）

平成27年
（n=1,097）

33.9

24.3

24.2

21.4

18.418.4

16.6

14.6

11.9

11.7

10.0

4.8

4.7

6.1

35.2
29.9

29.5
28.028.0

26.3

22.0
12.3

19.9
16.0

18.418.4
17.617.6

5.6

2.2
1.0

5.6
3.9

39.4

地域で課題と感じていること

地域課題に対応するために必要なこと

0 10 20 30 40 50 %

防犯・防災などの地域の安全対策

高齢者や障がい者が暮らしやすい
施設や住宅、道路の整備

住民同士の交流の場の不足

問題があると感じていない

一人暮らしの高齢者や
障がい者への生活支援

高齢者や障がい者の介護をしている
家族等への支援

健康増進のための機会や場の不足

高齢者や障がい者の社会参加や
生きがいづくり

子育て環境

経済的な困窮者への支援

青少年の健全育成

その他

無回答

行政が地域活動の相談や情報提供など、
支援体制を充実する

地域の人が気軽に集まれる場所をつくる

自治会や町内会が中心となって、
市民相互の交流を進める

わからない

住民が、自ら進んで相互のつながりを
持つようにする

住民が、地域の活動に積極的に参加する

ボランティアやNPOの活動を盛んにする

その他

無回答
0 10 20 30 40 %

8.68.6
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　お住いの地域で課題だと感じていることに対し、住民が相互に協力するため
　には、どのようなことが必要だと思いますか。（〇は３つまで）【一般】

　地域課題に対応するために必要なことでは、「行政が地域活動の相談や情報提供
など、支援体制を充実する」３５．２％が最も多い回答となっています。次いで「地
域の人が気軽に集まれる場所をつくる」２９．５％、「自治会や町内会が中心となっ
て、市民相互の交流を進める」２６．３％となっています。
　前回の調査でも、「行政が地域活動の相談や情報提供など、支援体制を充実する」、
「地域の人が気軽に集まれる場所をつくる」、「自治会や町内会が中心となって、市
民相互の交流を進める」と回答した人の割合が高くなっています。

　お住いの地域で課題と感じていることはありますか。
 （あてはまるものすべてに〇）【一般】

　地域で課題と感じていることでは、「防犯・防災などの地域の安全対策」
３３．９％が最も多い回答となっています。次いで「高齢者や障がい者が暮らしや
すい施設や住宅、道路の整備」２４．３％、「住民同士の交流の場の不足」
２４．２％となっています。

令和3年
（n=1,115）

令和3年
（n=1,115）

平成27年
（n=1,097）

33.9

24.3

24.2

21.4

18.418.4

16.6

14.6

11.9

11.7

10.0

4.8

4.7

6.1

35.2
29.9

29.5
28.028.0

26.3

22.0
12.3

19.9
16.0

18.418.4
17.617.6

5.6

2.2
1.0

5.6
3.9

39.4

地域で課題と感じていること

地域課題に対応するために必要なこと

0 10 20 30 40 50 %

防犯・防災などの地域の安全対策

高齢者や障がい者が暮らしやすい
施設や住宅、道路の整備

住民同士の交流の場の不足

問題があると感じていない

一人暮らしの高齢者や
障がい者への生活支援

高齢者や障がい者の介護をしている
家族等への支援

健康増進のための機会や場の不足

高齢者や障がい者の社会参加や
生きがいづくり

子育て環境

経済的な困窮者への支援

青少年の健全育成

その他

無回答

行政が地域活動の相談や情報提供など、
支援体制を充実する

地域の人が気軽に集まれる場所をつくる

自治会や町内会が中心となって、
市民相互の交流を進める

わからない

住民が、自ら進んで相互のつながりを
持つようにする

住民が、地域の活動に積極的に参加する

ボランティアやNPOの活動を盛んにする

その他

無回答
0 10 20 30 40 %

8.68.6
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 「地域福祉」という言葉や意味を知っていますか。 （〇は１つ）【一般】

　地域福祉の認知度は、「聞いたことはあるが、意味は知らない」３４．８％が最も
多い回答となっています。次いで「知っている」３０．９％、「知らない」
２９．７％となっています。
　「知らない」と回答した人は、前回の調査より、４．４ポイント増加しています。

　災害時に住民が支え合う地域づくりには、何が必要だと思いますか。
 （〇は３つまで）【一般】

　災害時に住民が支え合う地域づくりに必要なことでは、「日頃からの挨拶、声か
けやお付き合い」７５．２％が最も多い回答となっています。次いで「平時から避
難するときに支援を必要とする人の避難行動の確認」３１．６％、「地域の高齢者
などがどこに住んでいるか一目でわかるマップ（地図）の作成」２８．０％となっ
ています。
　前回の調査でも、「日頃からの挨拶、声かけやお付き合い」、「地域の高齢者な
どがどこに住んでいるか一目でわかるマップ（地図）の作成」と回答した人の割合
が高くなっています。

災害時に住民が支え合う地域づくりに必要なこと

2.2

0.7

6.56.5

14.7

19.6

25.625.6

26.126.1

32.2

79.6

1.5

1.7

7.67.6

12.0

17.617.6

17.817.8

25.725.7

28.028.0

31.6

75.275.2

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 %

令和3年
（n=1,115）

平成27年
（n=1,097）

無回答

その他

わからない

自主防災組織づくり
（地域住民で結成する防災組織）

福祉サービスなどを提供する
施設や事業者との連携

地域での定期的な避難訓練

災害などに関する勉強会
（危険な個所の把握など）

地域の高齢者などがどこに住んでいるか
一目でわかるマップ（地図）の作成

平時から避難するときに支援を
必要とする人の避難行動の確認 (R3のみ）

日頃からの挨拶、声かけやお付き合い

令和3年
（n=1,115）

平成27年
（n=1,097）

地域福祉の認知度

0 10 20 30 40 %

無回答

だと思っていた（H27のみ）
聞いたことはあるが、違う意味

よく知っていた（H27のみ）

少しは知っていた（H27のみ）

知らない

知っている(R3のみ）

聞いたことはあるが、意味は知らない

30.9

29.7

4.6

37.637.6

34.8

25.8

25.3

16.7

0

3.0
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 「地域福祉」という言葉や意味を知っていますか。 （〇は１つ）【一般】

　地域福祉の認知度は、「聞いたことはあるが、意味は知らない」３４．８％が最も
多い回答となっています。次いで「知っている」３０．９％、「知らない」
２９．７％となっています。
　「知らない」と回答した人は、前回の調査より、４．４ポイント増加しています。

　災害時に住民が支え合う地域づくりには、何が必要だと思いますか。
 （〇は３つまで）【一般】

　災害時に住民が支え合う地域づくりに必要なことでは、「日頃からの挨拶、声か
けやお付き合い」７５．２％が最も多い回答となっています。次いで「平時から避
難するときに支援を必要とする人の避難行動の確認」３１．６％、「地域の高齢者
などがどこに住んでいるか一目でわかるマップ（地図）の作成」２８．０％となっ
ています。
　前回の調査でも、「日頃からの挨拶、声かけやお付き合い」、「地域の高齢者な
どがどこに住んでいるか一目でわかるマップ（地図）の作成」と回答した人の割合
が高くなっています。

災害時に住民が支え合う地域づくりに必要なこと

2.2

0.7

6.56.5

14.7

19.6

25.625.6

26.126.1

32.2

79.6

1.5

1.7

7.67.6

12.0

17.617.6

17.817.8

25.725.7

28.028.0

31.6

75.275.2

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 %

令和3年
（n=1,115）

平成27年
（n=1,097）

無回答

その他

わからない

自主防災組織づくり
（地域住民で結成する防災組織）

福祉サービスなどを提供する
施設や事業者との連携

地域での定期的な避難訓練

災害などに関する勉強会
（危険な個所の把握など）

地域の高齢者などがどこに住んでいるか
一目でわかるマップ（地図）の作成

平時から避難するときに支援を
必要とする人の避難行動の確認 (R3のみ）

日頃からの挨拶、声かけやお付き合い

令和3年
（n=1,115）

平成27年
（n=1,097）

地域福祉の認知度

0 10 20 30 40 %

無回答

だと思っていた（H27のみ）
聞いたことはあるが、違う意味

よく知っていた（H27のみ）

少しは知っていた（H27のみ）

知らない

知っている(R3のみ）

聞いたことはあるが、意味は知らない

30.9

29.7

4.6

37.637.6

34.8

25.8

25.3

16.7

0

3.0
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令和3年
（n=1,115）

平成27年
（n=1,097）

0 10 20 30 40 50 60 %

無回答

福祉は、行政と地域住民（住民組織）
すべてが協力しあいながら行うものであると思う

福祉とは、近隣の助け合いやボランティアとして
慈善的に手を差し伸べることだと思う

福祉は、行政（国や地方自治体）の責任で
行うべきだと思う

わからない

昔から、家族が互いに助け合うという考え方が
あるのだから、親類縁者が面倒を見ればよいと思う

福祉を必要とする人は、自分でもっと
努力すべきであり援助の必要はないと思う

54.3

57.357.3

17.417.4

16.716.7

13.0

12.3

8.88.8

1.2

1.5

1.0

1.2

3.8

1.9

12.2

0 10 20 30 40 50 60 %

聞いたことはあるが、
意味は知らない

知っている

知らない

無回答

43.9

47.747.7

39.0

29.0

17.117.1

22.4

0

0.9

令和3年
（n=392）

平成27年
（n=660）

　地域福祉に対しての考え方は、次のどれに近いですか。 （〇は１つ）【一般】

　地域福祉に対しての考え方は、「福祉は、行政と地域住民（住民組織）すべてが協
力しあいながら行うものであると思う」５４．３％が最も多い回答となっています。
次いで「福祉とは、近隣の助け合いやボランティアとして慈善的に手を差し伸べるこ
とだと思う」１７．４％、「福祉は、行政（国や地方自治体）の責任で行うべきだと
思う」１３.０％となっています。
　前回の調査でも、「福祉は、行政と地域住民（住民組織）すべてが協力しあいなが
ら行うものであると思う」、「福祉とは、近隣の助け合いやボランティアとして慈善
的に手を差し伸べることだと思う」、「福祉は、行政（国や地方自治体）の責任で行
うべきだと思う」と回答した人の割合が高くなっています。

 「地域福祉」という言葉や意味を知っていますか。　（〇は１つ）
 【高校生】

　「地域福祉」の言葉の認知度は、「聞いたことはあるが、意味は知らない」
４３．９％が最も多い回答となっています。次いで「知っている」３９.０％、「知
らない」１７．１％となっています。
　前回の調査よりも、「聞いたことはあるが意味は知らない」、「知らない」と回
答した人は、減っています。

地域福祉の認知度

地域福祉に対しての考え方
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令和3年
（n=1,115）

平成27年
（n=1,097）

0 10 20 30 40 50 60 %

無回答

福祉は、行政と地域住民（住民組織）
すべてが協力しあいながら行うものであると思う

福祉とは、近隣の助け合いやボランティアとして
慈善的に手を差し伸べることだと思う

福祉は、行政（国や地方自治体）の責任で
行うべきだと思う

わからない

昔から、家族が互いに助け合うという考え方が
あるのだから、親類縁者が面倒を見ればよいと思う

福祉を必要とする人は、自分でもっと
努力すべきであり援助の必要はないと思う

54.3

57.357.3

17.417.4

16.716.7

13.0

12.3

8.88.8

1.2

1.5

1.0

1.2

3.8

1.9

12.2

0 10 20 30 40 50 60 %

聞いたことはあるが、
意味は知らない

知っている

知らない

無回答

43.9

47.747.7

39.0

29.0

17.117.1

22.4

0

0.9

令和3年
（n=392）

平成27年
（n=660）

　地域福祉に対しての考え方は、次のどれに近いですか。 （〇は１つ）【一般】

　地域福祉に対しての考え方は、「福祉は、行政と地域住民（住民組織）すべてが協
力しあいながら行うものであると思う」５４．３％が最も多い回答となっています。
次いで「福祉とは、近隣の助け合いやボランティアとして慈善的に手を差し伸べるこ
とだと思う」１７．４％、「福祉は、行政（国や地方自治体）の責任で行うべきだと
思う」１３.０％となっています。
　前回の調査でも、「福祉は、行政と地域住民（住民組織）すべてが協力しあいなが
ら行うものであると思う」、「福祉とは、近隣の助け合いやボランティアとして慈善
的に手を差し伸べることだと思う」、「福祉は、行政（国や地方自治体）の責任で行
うべきだと思う」と回答した人の割合が高くなっています。

 「地域福祉」という言葉や意味を知っていますか。　（〇は１つ）
 【高校生】

　「地域福祉」の言葉の認知度は、「聞いたことはあるが、意味は知らない」
４３．９％が最も多い回答となっています。次いで「知っている」３９.０％、「知
らない」１７．１％となっています。
　前回の調査よりも、「聞いたことはあるが意味は知らない」、「知らない」と回
答した人は、減っています。

地域福祉の認知度

地域福祉に対しての考え方
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令和3年
（n=392）
令和3年
（n=392）

平成27年
（n=660）
平成27年
（n=660）

10 20 30 40 50 60 %

無回答

福祉とは、近隣の助け合いやボランティアとして
慈善的に手を差し伸べることだと思う

わからない

福祉は、行政と地域住民（住民組織）すべてが
協力しあいながら行うものであると思う

福祉は、行政（国や地方自治体）の
責任で行うべきだと思う

昔から、家族が互いに助け合うという考え方が
あるのだから、親類縁者が面倒をみればよいと思う

福祉を必要とする人は、自分でもっと
努力すべきであり、援助の必要はないと思う

52.8

52.0

20.4

15.0

18.9

8.28.2

3.9

2.7

3.2

2.3

3.3

0.3

0.6

22.6

　困りごとがあったときに、相談できる場、支援を受けることができる環境等が
　整備されていると思いますか。　（〇は１つ）【一般】

　相談できる場や支援を受けることができる環境が整備されているかでは、「どち
らともいえない（わからない）」４３．８％が最も多い回答となっています。次いで
「あまり思わない」２１．９％、「思わない」１２．２％となっています。
　「どちらともいえない（わからない）」、「あまり思わない」、「思わない」と回
答した人の合計は、７７．９％となっています。

　地域福祉に対しての考え方は、次のどれに近いですか。（〇は１つ）
 【高校生】

　地域福祉に対しての考え方は、「福祉とは、近隣の助け合いやボランティアとし
て慈善的に手を差し伸べることだと思う」５２．８％が最も多い回答となっていま
す。次いで、「わからない」２０．４％、「福祉は、行政と地域住民（住民組織）
すべてが協力しあいながら行うものであると思う」１８．９％でした。
　前回の調査でも、「福祉とは、近隣の助け合いやボランティアとして慈善的に手
を差し伸べることだと思う」、「福祉は、行政と地域住民（住民組織）すべてが協
力しあいながら行うものであると思う」と回答した人の割合が高くなっています。

地域福祉に対しての考え方

相談窓口について

0 10 20 30 40 50 %

4.5

6.5

11.1

12.2

21.9

43.8

令和3年
（n=1,115）

どちらともいえない（わからない）

あまり思わない

思わない

どちらかというと思う

思う

無回答
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令和3年
（n=392）
令和3年
（n=392）

平成27年
（n=660）
平成27年
（n=660）

10 20 30 40 50 60 %

無回答

福祉とは、近隣の助け合いやボランティアとして
慈善的に手を差し伸べることだと思う

わからない

福祉は、行政と地域住民（住民組織）すべてが
協力しあいながら行うものであると思う

福祉は、行政（国や地方自治体）の
責任で行うべきだと思う

昔から、家族が互いに助け合うという考え方が
あるのだから、親類縁者が面倒をみればよいと思う

福祉を必要とする人は、自分でもっと
努力すべきであり、援助の必要はないと思う

52.8

52.0

20.4

15.0

18.9

8.28.2

3.9

2.7

3.2

2.3

3.3

0.3

0.6

22.6

　困りごとがあったときに、相談できる場、支援を受けることができる環境等が
　整備されていると思いますか。　（〇は１つ）【一般】

　相談できる場や支援を受けることができる環境が整備されているかでは、「どち
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相談窓口について

0 10 20 30 40 50 %

4.5

6.5

11.1

12.2

21.9

43.8

令和3年
（n=1,115）

どちらともいえない（わからない）

あまり思わない

思わない

どちらかというと思う

思う

無回答



29

1.5

%

どこに相談したらよいか知らせてくれる
案内や広報がある

ひとつの窓口で、いろいろな相談を
することができる

気軽に相談できそうな雰囲気がある

いつでも相談できる場所や時間が
確保されている

専門性があり、解決に結びつけることができる

自分が相談機関に行けなくても、相談機関の方が
来てくれるような体制が確保されている

その他
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①アンケート調査
　「第３次久喜市地域福祉計画・地域福祉活動計画」を策定するにあたり、地域活
動実践者等に対して、地域福祉に関する意向や変化、今後の展望に対する意見を伺
い、基礎資料とするため、久喜市社会福祉協議会がアンケート調査を実施しました。

・グラフの「ｎ＝○○」という表記は、集計対象者総数（あるいは回答者限定設問
の限定条件に該当する人数）を表しています。
・比率は、小数点以下第２位を四捨五入しているため、比率が０．０５未満の場合
には０．０と表記しています。
・選択肢に対しての回答者の数を基数とし、比率算出を行っています。このため、
比率計が１００％を超えることがあります。
・報告書中の文章やグラフにおいて、設問や選択肢の一部を省略して記載している
場合があります。

※アンケート調査結果の詳細については、久喜市社協ホームページに掲載しています。

　今後、様々な福祉の相談をすることになった時、相談機関にはどんなことを求め
　ますか。 （あてはまるものすべてに〇）【一般】

　相談機関に求めることは、「どこに相談したらよいか知らせてくれる案内や広報
がある」５５．２％が最も多い回答となっています。次いで「ひとつの窓口で、い
ろいろな相談をすることができる」４７．１％、「気軽に相談できそうな雰囲気が
ある」４４．５％となっています。

相談機関に求めること

令和3年
（ｎ=1,115）

（１） 調査概要（１） 調査概要

地域活動実践者等へのアンケート調査結果
（久喜市社会福祉協議会実施）
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Ⅰ 地域活動実践者

調査対象者

Ⅱ 専門職

市内福祉サービス事業所等の福
祉に関わる専門職
（居宅介護支援事業所、介護保
険サービス事業所・施設、障が
い児者福祉サービス事業所・施
設、子育て支援機関・施設、病
院、薬局等）

調査方法
郵送による配布・回収
③④は会議・研修の機会に
グループワークを実施

郵送による配布・回収

調査時期 令和３年７月９日～
令和３年９月１７日

令和３年８月２３日～
令和３年９月１５日

配 布 数 １，２０３件 １７６事業所

回 収 数 　　６８７件 　８９事業所

回 収 率 ５７．１％ ５０．６％

① 民生委員・児童委員
② 福祉委員
③ くき元気サービス協力会員
④ 登録ボランティアグループ
⑤ 登録個人ボランティア
⑥ ふれあい・いきいきサロン
⑦ 地区コミュニティ協議会

55.2

47.147.1

44.5

41.7

37.637.6

25.0

4.5
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・グラフの「ｎ＝○○」という表記は、集計対象者総数（あるいは回答者限定設問
の限定条件に該当する人数）を表しています。
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比率計が１００％を超えることがあります。
・報告書中の文章やグラフにおいて、設問や選択肢の一部を省略して記載している
場合があります。

※アンケート調査結果の詳細については、久喜市社協ホームページに掲載しています。

　今後、様々な福祉の相談をすることになった時、相談機関にはどんなことを求め
　ますか。 （あてはまるものすべてに〇）【一般】

　相談機関に求めることは、「どこに相談したらよいか知らせてくれる案内や広報
がある」５５．２％が最も多い回答となっています。次いで「ひとつの窓口で、い
ろいろな相談をすることができる」４７．１％、「気軽に相談できそうな雰囲気が
ある」４４．５％となっています。

相談機関に求めること

令和3年
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（１） 調査概要（１） 調査概要

地域活動実践者等へのアンケート調査結果
（久喜市社会福祉協議会実施）

3
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Ⅱ 専門職

市内福祉サービス事業所等の福
祉に関わる専門職
（居宅介護支援事業所、介護保
険サービス事業所・施設、障が
い児者福祉サービス事業所・施
設、子育て支援機関・施設、病
院、薬局等）

調査方法
郵送による配布・回収
③④は会議・研修の機会に
グループワークを実施

郵送による配布・回収

調査時期 令和３年７月９日～
令和３年９月１７日

令和３年８月２３日～
令和３年９月１５日
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回 収 数 　　６８７件 　８９事業所
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② 福祉委員
③ くき元気サービス協力会員
④ 登録ボランティアグループ
⑤ 登録個人ボランティア
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　お住まいの地区で、取り組めた活動について教えてください。
 （あてはまるものすべてに〇）　【地域活動実践者】

　取り組めた活動は、「挨拶や日ごろの声かけ」７３．１％が最も多い回答となっ
ており、次に「高齢者等への見守り支援」５４．７％となっています。
　特に、民生委員・児童委員は、「挨拶や日ごろの声かけ」が７８．９％、「高齢
者等への見守り支援」が７３．３％、福祉委員も「挨拶や日ごろの声かけ」が
８２．１％と非常に高く、コロナ禍においても様々な工夫をしながら、住民と顔の
見える関係づくりと地域情報の把握に努められた様子がわかります。

■地域活動実践者別の回答　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （単位：％）

（２）主な回答結果（２）主な回答結果②グループワーク
　「久喜市全体で、ボランティア活動を活発にするためには誰が何をしていくこと
が望ましいか」について検討し、情報発信の重要性や情報発信の方法について工夫
が必要との意見が出されました。

地域で取り組めた活動

挨拶・声かけ
見守り支援
サロン
災害対策
ボランティア
広報・紹介
研修会開催
その他 

502
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295
228
187
65
30

73.1
54.7
44.1
42.9
33.2
27.2
9.5
4.4

78.9
73.3
27.9
39.4
26.3
27.5
4.8
4.4

82.1
52.7
49.1
54.5
25.9
28.6
5.4
3.6

60.8
39.2
41.2
33.3
41.2
17.6
11.8
2.0

46.9
34.7
55.1
36.7
42.9
32.7
24.5
6.1

66.7
22.2
31.5
16.7
53.7
20.4
22.2
3.7

74.5
53.9
87.3
50.0
37.3
34.3
10.8
2.9

67.6
42.6
35.3
58.8
35.3
22.1
8.8
8.8

実施日・会場対　　象 参加者数

合　　計 ４７人

１４人 令和３年７月１９日（月）
ふれあいセンター久喜

くき元気サービス
協力会員研修会

１１団体
１２人

令和３年７月１３日（火）
菖蒲文化会館　　　　

登録ボランティアグループ
代表者会議

２２団体
２１人

令和３年７月１５日（木）
ふれあいセンター久喜　　

合計
（人）

比率
（％）

民生
委員

福祉
委員

協力
会員

登録
団体

登録
個人 サロン コミ協
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4.4

9.5

27.227.2

33.2

42.9

44.1

54.7

73.1

高齢者等への見守り支援

サロンなどの交流活動

自主防災組織や災害対策

ボランティアや助け合い活動

福祉情報などの広報や紹介

福祉教育や研修会の開催

その他
令和3年
（ｎ=687）
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　お住まいの地区で、取り組めた活動について教えてください。
 （あてはまるものすべてに〇）　【地域活動実践者】
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　特に、民生委員・児童委員は、「挨拶や日ごろの声かけ」が７８．９％、「高齢
者等への見守り支援」が７３．３％、福祉委員も「挨拶や日ごろの声かけ」が
８２．１％と非常に高く、コロナ禍においても様々な工夫をしながら、住民と顔の
見える関係づくりと地域情報の把握に努められた様子がわかります。

■地域活動実践者別の回答　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （単位：％）

（２）主な回答結果（２）主な回答結果②グループワーク
　「久喜市全体で、ボランティア活動を活発にするためには誰が何をしていくこと
が望ましいか」について検討し、情報発信の重要性や情報発信の方法について工夫
が必要との意見が出されました。
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協力会員研修会
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菖蒲文化会館　　　　
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新型コロナウイルスの影響で今後の
予定が立たず、交流活動ができない

高齢者や障がい者等支援を
必要とする方が増えている

地域活動に参加しない人が多い

空き家が増えている

支援の担い手がいない

福祉や防災への意識が高まらない

移動手段が限られている

身寄りがない、不明な方への支援

集会所等拠点となる場がない

その他

0 10 20 30 40 50 60 70 80 %

50.5

31.7

45.6

22.6

24.9

28.528.5

12.1

9.0

1.6

相談しやすく、たらい回しにならない
相談の窓口をつくること

必要な福祉情報を必要としている人に
適切に届けること

福祉教育や地域活動、
ボランティア活動の普及・啓発

年齢や障がいに関わらず、活躍できる場や
交流の機会を増やしていくこと

よりよい福祉サービスの提供

災害や緊急時の体制を構築すること

専門職として適切な相談支援を行えるよう
資質を向上すること

空き家対策や地域の方が
活躍できる場づくり
多機関協働による

横断的ネットワークの構築

権利擁護の推進

その他

地域活動団体への資金援助

0 10 20 30 40 50 60 %

3.2

50.7

14.7

　これからの計画の中で、市や社会福祉協議会が取り組んでいくこととして、
　望ましいと思う内容は何ですか。（〇は３つまで）　【地域活動実践者】

　市や社会福祉協議会が取り組んでいくこととして、「相談しやすく、たらい回し
にならない相談の窓口をつくること」５０．７％、「必要な福祉情報を必要として
いる人に適切に届けること」５０．５％、「災害や緊急時の体制を構築すること」
４５．６％が上位にあげられています。

地域福祉推進のための市や社協の取り組み

　今後、お住まいの地区では、どのようなことが心配だと感じていますか。
 （あてはまるものすべてに〇）　【地域活動実践者】

　地域で課題と感じていることでは、「新型コロナウイルスの影響で今後の予定が
立たず、交流活動ができない」７４．１％、「高齢者や障がい者等支援を必要とす
る方が増えている」５７．４％、「地域活動に参加しない人が多い」５０．５％が
上位にあげられています。

地域で課題と感じていること

令和3年
（ｎ=687）

令和3年
（ｎ=687）

50.550.5

46.746.7

44.044.0
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16.016.0

3.93.9

15.115.1

57.457.4

37.137.1

74.174.1
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新型コロナウイルスの影響で今後の
予定が立たず、交流活動ができない

高齢者や障がい者等支援を
必要とする方が増えている

地域活動に参加しない人が多い

空き家が増えている

支援の担い手がいない

福祉や防災への意識が高まらない

移動手段が限られている

身寄りがない、不明な方への支援

集会所等拠点となる場がない

その他

0 10 20 30 40 50 60 70 80 %

50.5

31.7

45.6

22.6

24.9

28.528.5

12.1

9.0

1.6

相談しやすく、たらい回しにならない
相談の窓口をつくること

必要な福祉情報を必要としている人に
適切に届けること

福祉教育や地域活動、
ボランティア活動の普及・啓発

年齢や障がいに関わらず、活躍できる場や
交流の機会を増やしていくこと

よりよい福祉サービスの提供

災害や緊急時の体制を構築すること

専門職として適切な相談支援を行えるよう
資質を向上すること
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　日頃の業務の中で、久喜市の福祉課題として強く感じていることは何ですか。
 （〇は５つまで）　【専門職】

　課題と感じていることでは、「移動手段が限られ、生活の不便さや住民活動に制
限がある」４１．６％、「身寄りがなく、身内の協力が得られない方への支援」
４０．４％、「関わりやサービスを求めない方への支援」３７．１％が上位にあげ
られています。

福祉課題
　約８割の人が、ご近所とは、挨拶や世間話などの付き合いがありますが、困った
ときに手助けを求められるかとの質問では、２５．９％の人が「手助けを求めたい
が遠慮してしまう」、６.６％の人が「手助けを求められない」、２２．５％の人が
「わからない」と回答しています。
　平時や災害時に住民同士が支え合い、助け合いができるよう、地域性や時代にあ
った関係を構築していくことや住民一人ひとりが地域との関わり合いを深めていく
必要があります。
　また、災害対策への関心は高く、災害時に住民同士が支援し合う必要性を多くの
市民が認識しています。災害時に住民が支え合うことができる地域づくりを進める
ために、引き続き要援護者見守り支援事業＊の周知や自主防災組織等の支援をしてい
く必要があります。

　ボランティア活動等に「参加している」、「参加したことがある」と回答した人
は、合計で２４．２％となっています。前回の調査より０．５ポイント増加してい
ます。
　ボランティア活動等へ参加したことがない理由として、「参加する時間がない」、
「参加方法がわからない」と回答した人の割合が高くなっています。
　ボランティア活動等を活発にするために「積極的な情報提供」や「活動時間の短
縮など参加しやすい工夫」、「体験活動など、初めての人も参加しやすいようなき
っかけづくりを行う」ことが求められています。
　また、リーダーとなる人の育成やボランティアセンター＊の機能を強化する必要が
あります。

（１） 市民アンケート調査の結果から見える現状と課題（１） 市民アンケート調査の結果から見える現状と課題

調査結果から見える現状と課題4

①　近所付き合いの希薄化・意識変化
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関わりやサービスを求めない方への支援

災害への備えや災害発生時に求められる対応についての
情報が広まっていない

虐待やひきこもりなど地域から孤立している方への支援

専門的、総合的な相談ができる窓口や人材が少ない

地域住民と専門職がつながる場がない

複合的課題に対して横断的な支援や他機関との連携が困難

利用者が参加しやすい活動の場やインフォーマルサービスが少ない

障がいや認知症等の理解が進んでいない

新たなニーズの発見やサービスの開発が進んでいない

生活に役立つ情報が手に入りにくい

世帯全体を捉えたケアラーへの支援

生活困窮者への支援

その他
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　相談や支援を受けることができる環境について、「整備されていると思う」、「ど
ちらかというと整備されていると思う」と回答した人は、約２割でした。約５割の人
が「相談機関の情報提供」や「包括的な相談窓口」を求めています。
　必要な人が必要な時に支援を受けられるよう、様々な媒体を使い、きめ細かな情
報を提供していく必要があります。
　また、複雑化・複合化した課題を解決するため、ワンストップ型の包括的な相談
窓口及び支援体制を構築する必要があります。

　地域活動実践者がそれぞれの状況に応じて、日頃の生活の中で「挨拶や声かけ」、
「ふれあい・交流を深める付き合いや場づくり」を実践し、問題の早期発見を可能
とする環境は形成されていますが、活動の主体は７０歳代を中心としたシニア世代
となっています。
　一方で、一人暮らしの高齢者など支援を必要とする人が増加しており、現在のシ
ステムを維持していくためには担い手不足が課題となっています。　
　課題解決のためには、若い世代等、多様な担い手の参加協力が必要です。

　新型コロナウイルス感染症の影響により、人との関わりが制限される中で、交流
活動の減少を危惧する意見が多くありました。また、集まれる場所が少ない、利用
しにくい、地域活動に参加しない人が増えているとの意見もありました。
　地域活動の核となり、誰でも交流できる場や機会を増やしていくことは、日頃か
らの関係構築とともに、課題の早期発見につながります。

（２）地域活動実践者アンケート調査の結果から見える現状と課題（２）地域活動実践者アンケート調査の結果から見える現状と課題

③　包括的な相談支援体制＊の充実

①　地域活動の担い手不足

②　交流活動の機会や場の減少

　一つの世帯に複数の課題が存在していて、どこに相談したらよいかがわからない
案件が増えているとの意見があり、包括的に対応できる支援体制を構築する必要が
あります。
　また、専門職や関係機関の機能がわかりにくいため、どこに相談したらよいかわか
らないという意見もあり、さらなる相談窓口の周知や地域住民と専門職をつなぐ人
材が必要です。

　生活支援や制度の狭間の困りごとが増加しており、隙間を埋めるようなサービスが
期待されています。また、地域性にあったサービスや支え合いの検討と体制づくりが
必要です。

　専門職からは、一人暮らしの高齢者が増加しており、身寄りのない人や身内の協
力を得られない人、関わりやサービスを求めない人への支援が困難との意見が多く
ありました。また、身近に相談できる人や場が必要との意見がありました。身近に
相談できる体制づくりが必要です。

（３）専門職アンケート調査の結果から見える現状と課題（３）専門職アンケート調査の結果から見える現状と課題

③　相談先のわかりにくさや情報不足

①　生活支援や制度の狭間の困りごとの増加

②　孤立化している世帯への対応が困難
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　相談や支援を受けることができる環境について、「整備されていると思う」、「ど
ちらかというと整備されていると思う」と回答した人は、約２割でした。約５割の人
が「相談機関の情報提供」や「包括的な相談窓口」を求めています。
　必要な人が必要な時に支援を受けられるよう、様々な媒体を使い、きめ細かな情
報を提供していく必要があります。
　また、複雑化・複合化した課題を解決するため、ワンストップ型の包括的な相談
窓口及び支援体制を構築する必要があります。

　地域活動実践者がそれぞれの状況に応じて、日頃の生活の中で「挨拶や声かけ」、
「ふれあい・交流を深める付き合いや場づくり」を実践し、問題の早期発見を可能
とする環境は形成されていますが、活動の主体は７０歳代を中心としたシニア世代
となっています。
　一方で、一人暮らしの高齢者など支援を必要とする人が増加しており、現在のシ
ステムを維持していくためには担い手不足が課題となっています。　
　課題解決のためには、若い世代等、多様な担い手の参加協力が必要です。

　新型コロナウイルス感染症の影響により、人との関わりが制限される中で、交流
活動の減少を危惧する意見が多くありました。また、集まれる場所が少ない、利用
しにくい、地域活動に参加しない人が増えているとの意見もありました。
　地域活動の核となり、誰でも交流できる場や機会を増やしていくことは、日頃か
らの関係構築とともに、課題の早期発見につながります。

（２）地域活動実践者アンケート調査の結果から見える現状と課題（２）地域活動実践者アンケート調査の結果から見える現状と課題

③　包括的な相談支援体制＊の充実

①　地域活動の担い手不足

②　交流活動の機会や場の減少

　一つの世帯に複数の課題が存在していて、どこに相談したらよいかがわからない
案件が増えているとの意見があり、包括的に対応できる支援体制を構築する必要が
あります。
　また、専門職や関係機関の機能がわかりにくいため、どこに相談したらよいかわか
らないという意見もあり、さらなる相談窓口の周知や地域住民と専門職をつなぐ人
材が必要です。

　生活支援や制度の狭間の困りごとが増加しており、隙間を埋めるようなサービスが
期待されています。また、地域性にあったサービスや支え合いの検討と体制づくりが
必要です。

　専門職からは、一人暮らしの高齢者が増加しており、身寄りのない人や身内の協
力を得られない人、関わりやサービスを求めない人への支援が困難との意見が多く
ありました。また、身近に相談できる人や場が必要との意見がありました。身近に
相談できる体制づくりが必要です。

（３）専門職アンケート調査の結果から見える現状と課題（３）専門職アンケート調査の結果から見える現状と課題

③　相談先のわかりにくさや情報不足

①　生活支援や制度の狭間の困りごとの増加

②　孤立化している世帯への対応が困難



39

　専門職からは、複合的な課題のある世帯への対応が困難との意見がありました。
一つの窓口で相談できる相談体制や、困難なケースへの対応には、関係機関同士の
連携体制を構築する必要があります。

　サービス利用者等にとっての居場所づくりや交流の機会が増えたことは実感されて
いますが、さまざま課題が累積する中では、専門職同士や、専門職と地域の関係者等
とが連携し、意見交換を図りながら対応していくことが解決の糸口となると考えられ
ます。専門職同士や専門職と地域活動実践者が相互理解を図り連携を深める場づくり
が必要です。

③　複合的な課題のある世帯への対応が困難

④　連携の不足


